福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県における大気中ガス・粒子状物質調査－春期および冬期の調査結果－

	学会名
	第４８回大気環境学会年会

	発表者名
	落井　勅（環境部）

	開催場所
	岡山市、岡山理科大学

	開催日時
	平成１９年９月５日（水）

	発表内容
	福井県では、平成１６年から酸性降下物の動態解明を目的として、雨水成分およびガス状・粒子状物質の調査を開始している。

今回、平成１７年度に実施したガス・粒子状物質濃度の解析結果について報告した。

調査時期は春期と冬期の２回、調査地点は、福井市（都市部)、敦賀市（沿岸部）、勝山市（山間部）、南越前町（山間部）の４箇所である。
　季節別平均濃度では、ガス状物質は概ね春期の方が冬期より高く、粒子状物質中のCl－､Na＋は、敦賀市で冬期の方が春期より高かったが、他の成分は各地点とも春期の方が冬期よりも高かった。

これら濃度の地点間比較では、概ね、福井市（都市部)、敦賀市（沿岸部）＞南越前町・勝山市（山間部）の傾向が見られた。

METEX1)を用いて72時間の後方流跡線を求め、これを、タイプ1：ロシア－日本海、タイプ２：中国－朝鮮半島、タイプ３：その他(主に国内経由) の３通りに区分し、タイプ別の平均濃度を算出した。福井市を除く地点では、汚染が少ないと考えられるタイプ1のロシア－日本海を経由する場合がタイプ２や３に比較してnss-SO４２－（海水の影響を除いたSO４２－濃度）や気温が低かった。なお、福井市については、他の地点よりも市街地の影響を受けているのではないかと推測される。
1)METEX：METeolorogical Data Explorerの略であり、地球環境研究センターで開発したシステムで、高層気象データを用いて流跡線を解析するものである。今回は、福井県に到達する気流がどのような経路を辿ったか予測し、３つのタイプに区分した。


